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1. ま えがき

曖雪式現では1年のうちの牧ケ月が雪に閉ざされているので′その間に羮震に見舞われる危瞼性が軽視できな
い。もちろん′たとえlシ鋳尺であればl.5m以上の教雪量にな颯ば屋オ長言t碑ろすのヽ 通FIであるが′リヤ尼柱象
屋やrAN共建物では屋根雪降ろしが後まゎしとなり′場合によ,てはなされない。居柱象風であつマt人争がない
などの理由で屋根雪降ろしが夏Йがちである場合が多い。れって大量の言パ処理さ颯ず1■屋ォR上に存Ftしている

期間は短いくない。ところで屋根雪はなってぉぃマtひヒリでに落下する場合があるし,～霊のような析働リトな
がわわればその後衛はさらに増す。 しかし～方によつては軒先進くのえに雪止め1:lけており,尾根雪が落下し
にくい精澁となってぃる。このような観点ハう′本研究は屋根雪着重が作用している崎t■,マ彙パ業,■場合の
末二家屋のんなの増加ヒ薇凛の■1ヒ,Lについて検討1カuぇた。

2. 言 荷隻による固有周期と城良定数の変イヒ

曽のない場鵬卜に'し較して家屋に屋根雪薇壺が41F用すると,オ晟缶の基本的: )ヾX´ ァ

Tと城表定数iが“何になイ6するハ1,P‐5効果■考えl=入れつつ理論的ι■ギめる
し牧1 孫ヽ勧t仮定してぃる。

平イ(1+午'「下彙亨

て'ある水♀方向の日有同期

と友式のようになる。ただ

(1)

(2)

ご■に,恭ウs′olまそれぞれ足根雪のある場合セなぃ場合tt味 している。い:る来の負量′ムni 21風言の
嬌■,9:甕 ヵヵo重た′名:衆るの7K子印1柱,H:尾 猥の平均的な島す。なお本式の誘導に当,7は畿や家たの

戒友株装cI■尾猥者の為魚にかハわらず一定としてぃる。P-5婦 昇し=ょる暴夕撃が焦視z ぎる場心卜l‡両式のあ

辺鰐 Ⅲ 第2項 (― の部分)t,と す熱ばよぃ。

3。標型実験

先の式が実降に戌主するハt,Dるためl(高さ,o輌,

幅40`"の木製の晰¥■理型家渥t作った(図‐1)。

これは本比家この1を徴t生夕ヽして持舒部分tほぞtt“ヾ

たつくり｀したもの7・ある。 し,とし宝砕の本上泉屋7・

lt精土パきうl■複推に「」'マいると考tぅれる。4尋ら颯

た緒早t回 -2に 示す。日は様れに屋オR雪彎=Amと尼猥 図-1 家るの4■ 図 ‐2 尾祇■の最し戒難数の明豫
の後量mのrt tヒリ′縦和に塚荷奎作用峙の戒表定数ls tと,でぁる。なお費隙●t■風旅雪めべわりι=屋猥卜は

弯撻t載せである。ロハう明らがなようして●りん の変イLに●・Iするスの変イしlt理論ヒ蒙臓セマ・ll立になってぃる。
この凛口tt tt楳型の不党をさし関与してぃようが′減表係数cが雪の有魚に明わらす一定7・あるしの薇完に店願
があるのではなぃヵヽと考えうれる。なぉ回はる颯ブるパ′口右同期につぃマは理れ 実験は,「常にたヽ1-致1示
している。
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